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引
合
い
が
増
加
傾
向
に
あ
る
」
と
い
う
。

　

一
方
、悪
化
を
予
想
す
る
の
は【
自
動
車
】

（
う
す
曇
り
→
本
曇
り
）。「
エ
コ
カ
ー
補
助

金
の
終
了
に
よ
る
国
内
販
売
の
落
ち
込
み
や
、

世
界
経
済
の
不
透
明
さ
等
で
輸
出
も
厳
し
い

状
況
が
予
想
さ
れ
る
」
と
し
、「
販
売
台
数
の

増
加
や
、
原
価
改
善
な
ど
に
よ
る
増
益
効
果

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
も
っ
と
い
い
ク
ル
マ

づ
く
り
に
向
け
た
研
究
開
発
費
や
諸
経
費
な

ど
、
一
部
費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
加
え
、
足
元
の
為
替
変
動
幅
が
大
き
く
、

不
安
定
な
状
況
に
あ
る
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

同
様
に
悪
化
を
予
想
す
る
【
ガ
ス
】（
晴
れ

→
う
す
曇
り
）
で
は
、「
ガ
ス
・
電
力
の
供
給

量
は
増
加
し
て
お
り
、
昨
年
度
に
比
べ
増
収

と
な
る
一
方
、
円
安
の
進
行
・
原
油
価
格
の

高
止
ま
り
に
起
因
す
る
ガ
ス
料
金
の
上
方
調

整
に
伴
い
、
今
後
は
ガ
ス
の
使
用
控
え
等
が

懸
念
さ
れ
る
」。

　

ま
た
、
悪
化
予
想
の
【
食
品
】（
う
す
曇
り

→
本
曇
り
）
で
も
、「
国
際
穀
物
価
格
の
高
騰

（
〇
六
年
秋
ご
ろ
に
比
べ
二
～
三
倍
の
水
準
）

が
続
い
て
い
る
一
方
、
国
内
の
製
品
安
（
デ

フ
レ
）
が
継
続
中
で
、
い
わ
ば
原
料
高
・
製

品
安
の
状
況
に
あ
る
。
福
島
原
発
事
故
に
関

連
し
、
輸
出
食
品
へ
の
海
外
で
の
輸
入
規
制

（
四
〇
カ
国
・
地
域
）
が
続
い
て
い
る
」
と

い
う
。

　

今
後
、
も
う
一
段
の
業
況
改
善
に
向
け
、

円
安
に
よ
る
原
材
料
高
を
価
格
転
嫁
し
、
デ

フ
レ
経
済
を
い
か
に
脱
却
す
る
か
、
電
力
不

足
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
安
を
ど
う
払
拭
す

る
か
が
鍵
と
な
り
そ
う
だ
。

正
規
・
派
遣
中
心
に
前
年
同
期
よ
り

雇
用
減
少

　

と
こ
ろ
で
、
業
況
感
の
改
善
を
受
け
、
雇

用
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
み
ら
れ
る
だ
ろ

う
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査

で
は
、
企
業
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
て
定
期
的
に
、

従
業
員
数
の
増
減
推
移
や
、
過
不
足
状
況
も

尋
ね
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
従
業
員
数
の

前
年
同
期
（
二
〇
一
二
年
第
１
四
半
期
）
と

比
較
し
た
増
減
を
み
る
と
（
図
３
）、【
従
業

員
全
体
】
で
は
「
横
ば
い
」
が
半
数
（
五
〇
・

〇
％
）
を
占
め
た
も
の
の
、「
増
加
」（
大
幅
に

増
加
＋
や
や
増
加
）
計
が
一
八
・
四
％
に
対

し
、「
減
少
」（
大
幅
に
減
少
＋
や
や
減
少
）
計

が
三
一
・
六
％
と
な
り
、
減
少
が
一
三
・
二

㌽
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

内
訳
を
み
る
と
、【
正
規
従
業
員
】
と
【
派

遣
従
業
員
】
の
減
少
幅
が
大
き
い
。【
正
規

従
業
員
】
と
【
派
遣
従
業
員
】
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
二
六
・
三
㌽
差
、【
非
正
規
従
業
員
】

は
七
・
九
㌽
差
で
減
少
が
優
勢
だ
っ
た
。

　

前
年
同
期
に
比
べ
、
減
少
傾
向
で
推
移
し

て
い
る
理
由
は
何
か
。【
正
規
従
業
員
】
が

減
少
し
た
理
由
と
し
て
、【
電
機
】
は
「
事
業

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
構
造
改
革

を
行
っ
た
」こ
と
を
あ
げ
る
。
ま
た
、【
ガ
ス
】

で
は
「
定
年
退
職
者
が
多
い
時
期
を
迎
え
、

新
卒
採
用
を
増
や
し
て
い
る
も
の
の
、
正
規

従
業
員
は
や
や
減
少
し
て
い
る
」
と
い
う
。

　
【
非
正
規
従
業
員
】
に
つ
い
て
は
、「
定
年

再
雇
用
の
増
加
も
あ
り
や
や
増
加
し
て
い

る
」【
建
設
】
と
い
っ
た
報
告
や
、「
改
正
労
働

契
約
法
の
施
行
を
受
け
、
非
正
規
従
業
員
の

あ
り
方
の
検
討
を
始
め
た
た
め
、
若
干
だ
が

減
少
し
て
い
る
」【
旅
行
】
な
ど
の
指
摘
が
あ

る
。
ま
た
、【
派
遣
従
業
員
】
で
は
「
自
社
雇

用
化
な
ど
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
減

少
傾
向
に
あ
る
」【
百
貨
店
】
と
い
う
。

正
規
で
過
不
足
な
し
、
非
正
規
で
過
剰
感

　

従
業
員
の
過
不
足
状
況
を
め
ぐ
っ
て
は
、

特別調査

本
年
の
賃
上
げ
状
況
と
所
得
拡
大
促
進
税
制
・

雇
用
促
進
税
制
の
利
用
見
通
し

　
　

～
企
業
モ
ニ
タ
ー
に
聞
く

　

今
回
の
調
査
で
は
、
企
業
モ

ニ
タ
ー
を
対
象
に
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
を
受
け
て
の
賃
上
げ
状
況

や
、
給
与
減
税
等
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
も
尋
ね
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
非
管
理
職

の
賃
金
改
定
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
定
昇
を
行
っ
た
（
あ
る
い
は

行
う
予
定
）」
と
し
た
企
業
は

六
三
・
二
％
で
、「
行
う
か
ど
う

か
未
定
・
分
か
ら
な
い
」
が
三

一
・
六
％
な
ど
と
な
っ
た
（
図

４
）。

　

ま
た
、「
ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
を

行
っ
た
（
あ
る
い
は
行
う
予

定
）」
と
し
た
企
業
は
七
・
九
％

に
と
ど
ま
り
、「
ベ
ー
ス
・
ア
ッ

プ
は
行
わ
な
か
っ
た
（
あ
る
い

は
行
う
予
定
は
な
い
）」
が
七

一
・
一
％
と
大
勢
を
占
め
た
。

【
従
業
員
全
体
】
で
は
「
適
当
」
が
五
七
・

九
％
に
の
ぼ
る
一
方
、「
不
足
」（
不
足
＋
や
や

不
足
）
計
が
一
八
・
四
％
に
対
し
、「
過
剰
」

計
（
過
剰
＋
や
や
過
剰
）
が
二
三
・
七
％
で
、

過
剰
が
五
・
三
㌽
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

内
訳
を
み
る
と
、【
正
規
従
業
員
】
に
つ
い
て

は
「
過
剰
」
計
が
二
一
・
一
％
に
対
し
、「
不

足
」
計
も
二
一
・
一
％
で
、
そ
の
差
は
ゼ
ロ

と
過
不
足
が
な
い
。一
方
、【
非
正
規
従
業
員
】

に
関
し
て
は
「
過
剰
」
計
の
七
・
九
％
か
ら
、

「
不
足
」
計
の
一
三
・
二
％
を
差
し
引
く
と

五
・
三
㌽
で
、
過
剰
が
優
勢
な
状
態
だ
。

【
正
規
従
業
員
】
で
は
過
剰
感
が
あ
る
反
面
、

不
足
感
も
出
て
い
る
理
由
を
み
る
と
、【
電

機
】
で
は｢

情
報
通
信
関
連
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
関
連
で
受
注
減
と
な
り
、
技
能
職
正

社
員
の
人
員
余
剰
感
が
強
ま
っ
て
い
る｣

な

ど
と
し
て
い
る
。
一
方
、【
自
動
車
販
売
】
は

｢

正
従
業
員
の
年
齢
構
成
が
歪
で
あ
り
、
平

均
年
齢
も
高
い
。
状
況
を
是
正
す
る
た
め
、

新
卒
採
用
を
多
め
に
実
施
す
る
予
定｣

と
し
、

【
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
】
で
も
、「
新
規
事
業
の

開
始
に
向
け
、
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
」

な
ど
と
し
て
い
る
。

図４　本年度における定昇とベアの実施状況 
（非管理職について）
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２
０
１
３
春
闘
の
特
徴
と

　
　
　
　
　
　

法
改
正
へ
の
対
応

<

産
別
・
単
組
モ
ニ
タ
ー
に
聞
く>

な
お
、
こ
こ
で
の
ベ
ア
は
一
律
的
な
賃
上
げ

と
賃
金
改
善
を
峻
別
し
て
い
な
い
。

　

夏
季
賞
与
に
つ
い
て
は
、「
前
年
対
比
で
増

額
の
見
通
し
」と「
前
年
対
比
横
ば
い
の
見
通

し
」が
と
も
に
三
九
・
五
％
で
、「
前
年
対
比
減

額
の
見
通
し
」も
一
八
・
四
％
あ
っ
た（
図
５
）。

　

本
年
の
賃
金
・
賞
与
改
定
に
、
影
響
を
及

ぼ
し
た
要
素
を
尋
ね
る
と
（
複
数
回
答
）、

多
い
順
に
「
企
業
業
績
」
が
九
七
・
四
％
、「
業

界
他
社
、世
間
相
場
の
動
向
」
が
五
二
・
六
％
、

「
労
使
関
係
へ
の
配
慮
」が
四
四
・
七
％
、「
前

年
度
の
改
訂
実
績
」
が
三
一
・
六
％
、「
物
価

の
動
向
」
が
二
六
・
三
％
、「
為
替
・
株
価
の

動
向
」
が
二
一
・
一
％
、「
高
齢
法
、
労
契
法
、

障
が
い
者
雇
用
対
策
法
な
ど
の
改
正
」が
七
・

九
％
、「
団
塊
世
代
の
退
職
」
と
「
そ
の
他
」

が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
度
の
税
制
改
正
で
創
設
さ
れ

た
「
所
得
拡
大
促
進
税
制
」（
基
準
年
度
と
比

較
し
て
五
％
以
上
、
給
与
等
支
給
額
を
増
加

さ
せ
た
場
合
に
、
当
該
支
給
増
加
額
の
一

〇
％
を
税
額
控
除
で
き
る
仕
組
み
）
の
利
用

に
つ
い
て
、「
利
用
を
決
め
て
い
る
」「
利
用
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
」「
利
用
す
る
考
え

は
な
い
」「
利
用
方
針
は
未
定
・
分
か
ら
な
い
」

の
四
段
階
で
意
向
を
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
、

回
答
は
二
分
さ
れ
、（
現
時
点
で
既
に
）「
利
用

す
る
考
え
は
な
い
」
と
す
る
企
業
が
四
二
・

一
％
に
の
ぼ
っ
た
も
の
の
、「
利
用
方
針
は
未

定
・
分
か
ら
な
い
」
も
五
七
・
九
％
あ
っ
た

（
図
６
）。

　
「
利
用
す
る
考
え
は
な
い
」
と
す
る
理
由

を
み
る
と
、「
制
度
を
利
用
で
き
る
ほ
ど
大
幅

な
ア
ッ
プ
で
は
な
い
」【
建
設
】
や
「
条
件
に

合
致
し
な
い
」【
自
動
車
】
ほ
か
、「
労
働
諸
条

件
は
あ
く
ま
で
も
自
社
の
業
績
を
ベ
ー
ス
に

決
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
」【
印
刷
】、「
基

本
給
・
賞
与
は
職
種
・
職
能
お
よ
び
業
績
に

応
じ
た
も
の
で
あ
る
た
め
」【
鉄
道
】
と
い
っ

た
指
摘
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
税
制
優
遇
を

　

産
別
労
組
と
企
業
別
労
組
モ
ニ
タ
ー
に
対

し
、
二
〇
一
三
春
季
労
使
交
渉
の
特
徴
や
一

連
の
労
働
関
連
の
法
改
正
へ
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
、
自
由
記
述
方
式
で
尋
ね
た
。
結
果

を
み
る
と
、
今
春
闘
に
つ
い
て
は
多
く
の
産

別
か
ら
「
昨
年
同
様
に
厳
し
い
回
答
状
況
と

な
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

企
業
別
労
組
で
は
、
経
営
や
国
内
事
業
所
の

位
置
付
け
な
ど
に
つ
い
て
重
点
的
に
協
議
し

た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
高
齢
法
な
ど
の
法
改

正
へ
の
対
応
で
は
、
法
を
上
回
る
先
進
的
な

取
り
組
み
の
報
告
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
。

組
織
化
で
は
、
関
連
・
グ
ル
ー
プ
内
の
未
加

盟
組
合
や
未
組
織
企
業
の
組
織
化
に
着
手
す

る
産
別
が
多
い
。

　

調
査
は
電
子
メ
ー
ル
で
調
査
票
を
送
付
す

る
方
式
で
、
五
月
一
七
日
～
六
月
七
日
に
実

施
。
二
八
の
産
別
、
三
七
の
企
業
別
労
組
に

メ
ー
ル
を
送
付
し
、
産
別
で
は
一
〇
組
織
、

企
業
別
労
組
で
は
二
〇
組
織
か
ら
有
効
回
答

を
得
た
。

二
〇
一
三
春
季
労
使
交
渉

　

二
〇
一
三
春
季
労
使
交
渉
の
特
徴
に
つ
い

て
、
各
産
別
に
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。
今

年
の
回
答
状
況
に
つ
い
て
、
一
様
に
昨
年
同

様
厳
し
い
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
次
交
渉
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
、

運
輸
労
連
は
「
燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
」
が

厳
し
い
交
渉
の
要
因
と
な
っ
た
と
し
た
。
建

設
連
合
は
、
震
災
復
興
工
事
や
政
権
交
代
に

伴
う
公
共
工
事
の
拡
大
の
プ
ラ
ス
の
影
響
は

今
回
の
交
渉
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
と
振

り
返
っ
た
。

考
慮
し
て
も
コ
ス
ト
増
に
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
一
度
賃
金
を
上
げ
た
ら
下
げ
る

こ
と
は
難
し
い
た
め
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
」【
自
動
車
販
売
】
と
い
っ
た
見
方
や
、

「
給
与
等
を
大
幅
に
増
額
す
る
と
、
次
年
度

以
降
、
減
額
す
る
こ
と
が
難
し
い
」【
金
型
】

な
ど
と
す
る
見
方
も
あ
っ
た
。

　

一
方
、
同
じ
く
本
年
度
の
税
制
改
正
で
拡

充
さ
れ
た
「
新
雇
用
促
進
税
制
」（
税
額
控
除

額
が
、
増
加
雇
用
者
数
一
人
当
た
り
二
〇
万

円
か
ら
四
〇
万
円
に
引
き
上
げ
）
の
利
用
に

つ
い
て
は
、「
旧
・
雇
用
促
進
税
制
を
利
用
」

し
て
い
る
と
、「
新
・
雇
用
促
進
税
制
を
利
用
」

す
る
か
ど
う
か
を
組
み
合
わ
せ
、
六
段
階
で

意
向
を
尋
ね
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
回
答

は
三
つ
の
選
択
肢
に
絞
ら
れ
、
多
い
順
に

「
旧
・
雇
用
促
進
税
制
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、

新
税
制
の
利
用
方
針
は
未
定
・
分
か
ら
な
い
」

が
半
数
超
（
五
五
・
三
％
）
で
、「
旧
・
雇
用

促
進
税
制
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、
新
税
制
に

つ
い
て
も
利
用
す
る
考
え
は
な
い
」が
三
九
・

五
％
、「
旧
・
雇
用
促
進
税
制
は
利
用
し
て
い

な
か
っ
た
が
、新
税
制
は
利
用
す
る
考
え（
利

用
す
る
方
向
で
検
討
中
含
む
）」
が
二
・
六
％

な
ど
と
な
っ
た
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

図６　平成25年度税制改正への対応
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図５　夏季賞与の見通し
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